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１．まえがき 
今日において画像は、一般に使う物であれば、

圧縮されていないものはほとんどありません。

ディスクの容量制限や、ネットワーク上での

転送量に制限があるからです。 
そのためさまざまな画像フォーマットがあり

ますが、どれがいいとはいえません。そこで

代表的な画像符号化である JPEG（可逆）、
JPEG（不可逆）、JPEG2000、PNGについて
調べて、比較をおこない、どのような性質が

あるかみてみる。 
 
２．研究課題 
上にあげた４つの符号化について、色々な画

像について、その圧縮率や、画像圧縮にとも

なう劣化のぐあいを調べ、どの符号化がどの

ような画像に適しているかをみる。 
今回はグループ研究の方法をとった。 
 
３．研究方法 
調査方法 

インターネットによる文献閲覧が主である。 
方法 

GIMPを使って、画像の符号化をした。 
 
４．実験と考察 
可逆の圧縮方式である JPEG（可逆）、PNG
と非可逆である JPEG（非可逆）、JPEG2000
の２つに項目に分けて、考察を考える。 
 

実験は圧縮されていない画像を GIMP を使

って圧縮する。 

JPEG（可逆）と PNGは可逆方式なので、画
像の劣化はない。よって。可逆という制限の

なかでどれだけデータ量を落とせるかを検証

してみる。 
結論 

PNG は人口画や自然画のモノクロ画像で
は圧縮効率は大きく、JPEG（可逆）は自然
画のカラーにおいて圧縮率がとても大きか

った。 
 
５．まとめと今後の課題 
今回はグループ研究という形をとったので、

さまざまな符号化について比較できるという

グループ研究の良さを出せて幅が広がったと

思います。 
今回、符号化には、GIMP を使いましたが、
自分で符号化のプログラムを作れればよいと

思う。 
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